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〔
省

令
〕

〇
山
村
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

（
総
務
・
農
林
水
産
・
国
土
交
通
一
）

〇
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規

則
及
び
半
島
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
同
二
）

〇
個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令

第
七
条
第
三
項
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
財
務
六
五
）

〇
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
土
交
通
八
六
）

〔
規

則
〕

〇
会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分

課
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
会
計
検
査
院
四
）

〔
訓

令
〕

〇
内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す

る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
内
閣
府
二
五
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
幹
部
候
補
育
成
課
程
の
運
用
の
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
内
閣
官
房
四
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
発
酵
乳
・
乳
酸
菌
飲
料
の
表
示
に
関
す
る

公
正
競
争
規
約
の
一
部
変
更
を
認
定
し
た

件
（
公
正
取
引
委
・
消
費
者
庁
一
〇
）

〇
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る

小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る

法
律
第
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
の
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
特
別
要
人
所

在
施
設
等
を
指
定
す
る
件（
警
察
庁
一
〇
）

〇
公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
件
（
法
務
八
六
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
六
四
七
〜
一
六
五
四
）

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
五
項
第

四
号
の
災
害
及
び
地
域
を
指
定
す
る
件

（
経
済
産
業
一
四
四
、
一
四
五
）

〇
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
登
録
規

程
に
よ
り
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講

習
実
施
機
関
の
講
習
委
員
を
変
更
す
る
件

（
国
土
交
通
一
三
二
六
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
一
三
二
七
、
一
三
二
九
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
指
定
を
解
除
す

る
件
（
同
一
三
二
八
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

人
事
院

復
興
庁

法
務
省

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

令
和
八
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
合
格
者

（
国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員
会
）

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
七
一
）

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件（
同
一
七
二
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁無

縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





省

令

個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第
三
項
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第
三
項
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
財
務
省
令

第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
り
、
災
害
救
助
法

施
行
令
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
防
災
庁
令
で
定
め

る
特
別
の
事
情
等
を
定
め
る
防
災
庁
令
（
平
成
二
十

五
年
内
閣
府
令
第
六
十
八
号
）
第
二
条
第
一
号
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
十
八
号
）
の
適
用
を
受
け
た
区
域
に
居
住

す
る
、個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令（
平

成
十
四
年
財
務
省
令
第
六
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項

第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
同
条
同
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
す
る
と
き
に
お
い
て
、
取
扱
機
関
が
当
該
請

求
者
と
面
識
が
あ
る
場
合
そ
の
他
の
当
該
請
求
者
が

当
該
区
域
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
三
項
に
定
め
る
書
類
が
提

出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
り
、
災
害
救
助
法

施
行
令
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め

る
特
別
の
事
情
等
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十

五
年
内
閣
府
令
第
六
十
八
号
）
第
二
条
第
一
号
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
十
八
号
）
の
適
用
を
受
け
た
区
域
に
居
住

す
る
、個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令（
平

成
十
四
年
財
務
省
令
第
六
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項

第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
同
条
同
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
す
る
と
き
に
お
い
て
、
取
扱
機
関
が
当
該
請

求
者
と
面
識
が
あ
る
場
合
そ
の
他
の
当
該
請
求
者
が

当
該
区
域
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
三
項
に
定
め
る
書
類
が
提

出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
防
災
庁
設
置
法
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
二
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

規

則

令和年月日 月曜日 第号官 報

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
四
号

会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
会

計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

会
計
検
査
院
長

原
田

祐
平

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
局
総
務
検
査
課
の
事
務
分
掌
事
項
欄
中
「
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
」
の
下
に
「
、
防
災
庁
」
を
加

え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総

務

省

農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
令
第
一
号

防
災
庁
設
置
法
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十

四
号
）
第
八
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、山
村
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

山
村
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

山
村
振
興
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
総
理
府
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
府
省
」
を
「
府
省
等
（
各
府
省
、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
防
災
庁
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
防
災
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総

務

省

農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
令
第
二
号

防
災
庁
設
置
法
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十

九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
一
条
第
三
項
第
二
号
及
び
半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
九
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規
則
及
び
半
島
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規
則
及
び
半
島
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
府
省
」
を
「
府
省
等
（
各
府
省
、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
防
災
庁
を
い
う
。）」に
改
め
る
。

一

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
総

務

省

農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
令
第
二
号
）
第
三
条
第
五
号

二

半
島
振
興
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
総

務

省

農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
令
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
第
三
号

附

則

こ
の
省
令
は
、
防
災
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
六
号

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
十
一
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
府
省
」
を
「
府
省
等
（
各
府
省
、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
防
災
庁
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
防
災
庁
設
置
法
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
二
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
六
十
五
号

防
災
庁
設
置
法
及
び
防
災
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
内
閣
府

本
府
関
係
内
閣
府
令
の
整
備
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
令
和
八
年
内
閣
府
令
第
九
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
国

債
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
九
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
個
人
向
け
国
債
の
発
行

等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第
三
項
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き





訓

令

法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
下
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
下
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
１
運
用
全
般
に
関
す
る
基
準

第
１
運
用
全
般
に
関
す
る
基
準

１
［
略
］

１
［
同
左
］

２
各
大
臣
等
の
責
務

２
各
大
臣
等
の
責
務


各
大
臣
等
は
、
各
府
省
等
（
内
閣
府
、
デ
ジ









タ
ル
庁
、
防
災
庁









、
各
省
、
会
計
検
査
院
及
び

人
事
院
そ
の
他
幹
部
候
補
育
成
課
程
が
設
け
ら

れ
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
け
る
課


各
大
臣
等
は
、
各
府
省
等
（
内
閣
府
、
デ
ジ









タ
ル
庁





、
各
省
、
会
計
検
査
院
及
び
人
事
院
そ

の
他
幹
部
候
補
育
成
課
程
が
設
け
ら
れ
る
機
関

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
け
る
課
程
の
運
用

そ

の

他

告

示

別
記発

酵
乳
・
乳
酸
菌
飲
料
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

次
の
表
中
下
線
の
表
示
部
分
（
以
下
、
変
更
前
の
欄
に
あ
っ
て
は
「
変
更
部
分
」
と
、変
更
後
の
欄
に
あ
っ
て
は「
変

更
後
部
分
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

変
更
部
分
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
変
更
後
部
分
が
存
在
す
る
と
き
は
、
当
該
変
更
部
分
を
当
該
変
更
後
部
分
に
変

更
す
る
。

［

～

略
］

［

～

同
左
］

３
［
略
］

３
［
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附
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こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

程
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
高
い
見
識
と
幅
広

い
視
野
、
所
管
行
政
に
係
る
専
門
性
、
政
策
の

企
画
立
案
及
び
業
務
の
管
理
に
係
る
能
力
並
び

に
倫
理
観
等
を
備
え
た
人
材
の
育
成
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
高
い
意
欲
と
能
力

を
有
す
る
職
員
を
適
切
に
選
定
し
た
上
で
、
管

理
職
員
に
求
め
ら
れ
る
職
務
遂
行
能
力
の
修
得

に
必
要
な
研
修
を
受
講
す
る
機
会
及
び
勤
務
を

経
験
す
る
機
会
を
集
中
的
に
付
与
す
る
こ
と
に

よ
り
、
課
程
対
象
者
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

育
成
を
図
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
際
、
高
い
意

欲
と
能
力
を
有
す
る
女
性
職
員
に
つ
い
て
も
課

程
対
象
者
と
し
て
選
定
し
積
極
的
な
育
成
を
行

う
も
の
と
す
る
。

に
当
た
っ
て
は
、
高
い
見
識
と
幅
広
い
視
野
、

所
管
行
政
に
係
る
専
門
性
、
政
策
の
企
画
立
案

及
び
業
務
の
管
理
に
係
る
能
力
並
び
に
倫
理
観

等
を
備
え
た
人
材
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
高
い
意
欲
と
能
力
を
有
す
る

職
員
を
適
切
に
選
定
し
た
上
で
、
管
理
職
員
に

求
め
ら
れ
る
職
務
遂
行
能
力
の
修
得
に
必
要
な

研
修
を
受
講
す
る
機
会
及
び
勤
務
を
経
験
す
る

機
会
を
集
中
的
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
課

程
対
象
者
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
育
成
を
図

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
際
、
高
い
意
欲
と
能
力

を
有
す
る
女
性
職
員
に
つ
い
て
も
課
程
対
象
者

と
し
て
選
定
し
積
極
的
な
育
成
を
行
う
も
の
と

す
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
内
閣
府
訓
令
第
二
十
五
号

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
項
中
「
十
人
」
を
「
九
人
」
に
改
め
る
。

別
表
防
災
担
当
の
項
を
削
る
。

別
表
原
子
力
防
災
担
当
の
項
第
一
号
中「（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
。
以

下
「
原
災
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
原
子
力
災
害
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
百
五
条
第
七
項
第
一
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
原
子
力
災
害
を
含
む
。
以
下
単
に
「
原
子

力
災
害
」
と
い
う
。）に
対
す
る
対
策
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
号
一
中
「
防
災
」
を「
原
子
力
災
害（
原

子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
い
、
武
力

攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
百
五
条
第

七
項
第
一
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
原
子
力
災
害
を
含
む
。
本
号
二
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
災
害
予
防
、
災
害
応

急
対
策
、
災
害
復
旧
及
び
災
害
か
ら
の
復
興
（
以
下
「
原
子
力
防
災
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
号
二
中
「
災
害
」
を

「
原
子
力
災
害
」
に
、「
防
災
（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
除
く
。）」
を
「
原
子
力
防
災
（
東
日
本
大
震
災
（
平
成

二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）か
ら
の
復
興
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

原
子
力
防
災
（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
除
く
。）に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
原
子
力
防
災
担
当
の
項
第
五
号
中
「
原
災
法
」
を
「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

６

第
三
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
原
子
力
防
災
（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
除
く
。）に
関
す

る
施
策
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
官
房
告
示
第
四
号

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
六
十
一
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
幹
部
候
補
育

成
課
程
の
運
用
の
基
準
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
官
房
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〇
公
正
取
引
委
員
会

消

費

者

庁
告
示
第
十
号

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
発
酵
乳
・
乳
酸
菌
飲
料
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約（
昭
和
五
十
二
年
公
正
取
引
委
員
会
告
示
第
五
十
一
号
）

の
一
部
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

茶
谷

栄
治

消
費
者
庁
長
官

堀
井
奈
津
子

一

発
酵
乳
乳
酸
菌
飲
料
公
正
取
引
協
議
会
（
会
長

成
田

裕
）
の
申
請
に
係
る
発
酵
乳
・
乳
酸
菌
飲
料
の
表
示
に

関
す
る
公
正
競
争
規
約
の
一
部
変
更
を
令
和
八
年
十
月
六
日
付
け
で
認
定
し
た
。

二

規
約
に
係
る
事
業
の
種
類

発
酵
乳
・
乳
酸
菌
飲
料
の
製
造
業
、
販
売
業
及
び
輸
入
販
売
業

三

規
約
の
内
容

別
記
の
と
お
り
変
更
す
る
。

四

認
定
の
理
由

規
約
の
一
部
変
更
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
当
該
規
約
の
一
部
変
更
は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法

第
三
十
六
条
第
二
項
各
号
の
認
定
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。





変 更 後 部 分 の み 存 在 す る と き は 、 当 該 変 更 後 部 分 を 加 え る 。

変 更 後 変 更 前

（定義） （定義）
第２条 この規約で「発酵乳」及び「乳酸菌
飲料」とは、食品衛生法（昭和22年法律第
233号）の規定に基づく乳及び乳製品の成


分規格等に関する命令


（昭和26年厚生省令
第52号）に適合するものであって、次に掲
げるものをいう。

第２条 この規約で「発酵乳」及び「乳酸菌
飲料」とは、食品衛生法（昭和22年法律第
233号）の規定に基づく乳及び乳製品の成


分規格等に関する省令


（昭和26年厚生省令
第52号）に適合するものであって、次に掲
げるものをいう。

（その他の表示事項等） （その他の表示事項等）
第５条 発酵乳乳酸菌飲料公正取引協議会
（以下「公正取引協議会」という。）は、第
１条の目的を達成するため、特に必要があ
ると認める場合には、前二条に規定する事
項のほか、これらの事項に関連する特定の
表示事項又は表示基準を施行規則


により定

めることができる。

第５条 発酵乳乳酸菌飲料公正取引協議会
（以下「公正取引協議会」という。）は、第
１条の目的を達成するため、特に必要があ
ると認める場合には、前二条に規定する事
項のほか、これらの事項に関連する特定の
表示事項又は表示基準を規則


により定める

ことができる。
（不当表示等の禁止） （不当表示等の禁止）
第６条 事業者は、発酵乳・乳酸菌飲料の取
引に関し、次の各号に掲げる表示をしては
ならない。

第６条 事業者は、発酵乳・乳酸菌飲料の取
引に関し、次の各号に掲げる表示をしては
ならない。

～ （略） ～ （略）


事業者が自己の供給する発酵乳・乳酸

菌飲料の取引について行う表示であっ

て、一般消費者が当該表示であることを

判別することが困難であるもの（ステル

スマーケティング）



（略） 


（略）

（違反に対する調査） （違反に対する調査）
第９条 公正取引協議会は、第３条、第４条
若しくは第６条の規定又は第５条の規定に
基づく施行規則


に違反する事実があると思

料するときは、関係者を招致し、事情を聴
取し、関係者に必要な事項を照会し、参考
人から意見を求め、その他必要な調査を行
うことができる。

第９条 公正取引協議会は、第３条、第４条
若しくは第６条の規定又は第５条の規定に
基づく規則


に違反する事実があると思料す

るときは、関係者を招致し、事情を聴取し、
関係者に必要な事項を照会し、参考人から
意見を求め、その他必要な調査を行うこと
ができる。

２・３ （略） ２・３ （略）

（違反に対する措置） （違反に対する措置）
第10条 （略） 第10条 （略）
２ 公正取引協議会は、前項の警告を受けた
構成事業者が、その警告に従って


いないと

認めるときは、その構成事業者に対し、30
万円以下の違約金を課し、除名処分をし、
又は消費者庁長官に必要な措置を講ずるよ
う求めることができる。

２ 公正取引協議会は、前項の警告を受けた
構成事業者が、その警告に従つて


いないと

認めるときは、その構成事業者に対し、30
万円以下の違約金を課し、除名処分をし、
又は消費者庁長官に必要な措置を講ずるよ
う求めることができる。

３ （略） ３ （略）

附 則

こ の 規 約 の 変 更 は 、 規 約 の 変 更 に つ い て 公 正 取 引 委 員 会 及 び 消 費 者 庁 長 官 の 認 定 の 告 示 が あ っ た 日

か ら 施 行 す る 。

一 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル

期 間 令 和 八 年 十 一 月 十 四 日 か ら 同 月 十 五 日 ま で

対 象 特 別 要 人 所 在

施 設 の 所 在 地

大 阪 府 大 阪 市 北

区

中 之 島 五 丁 目 三 番 六 十 八 号

対 象 特 別 要 人 所 在

施 設 の 敷 地

大 阪 府 大 阪 市 北

区

中 之 島 五 丁 目 三 番 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ）

対 象 特 別 要 人 所 在

施 設 に 係 る 対 象 施

設 周 辺 地 域

大 阪 府 大 阪 市 福

島 区

鷺 洲 一 丁 目 か ら 三 丁 目 ま で 、 玉 川 一 丁 目 か ら 四 丁 目 ま で 、

野 田 一 丁 目 か ら 三 丁 目 ま で （ い ず れ も 次 の 図 面 に 示 す 部

分 に 限 る 。 ） 、 福 島 一 丁 目 か ら 五 丁 目 ま で 、 六 丁 目 及 び 七

丁 目 （ い ず れ も 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 並 び に 八 丁

目 並 び に 吉 野 一 丁 目 及 び 二 丁 目

大 阪 府 大 阪 市 西

区

靱 本 町 一 丁 目 か ら 三 丁 目 ま で 、 江 戸 堀 一 丁 目 か ら 三 丁 目

ま で 、 江 之 子 島 一 丁 目 及 び 二 丁 目 、 川 口 一 丁 目 及 び 二 丁

目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 京 町 堀 一 丁 目 か ら 三

丁 目 ま で 、 土 佐 堀 一 丁 目 か ら 三 丁 目 ま で 並 び に 西 本 町 一

丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 二 丁 目 及 び 三 丁 目

大 阪 府 大 阪 市 北

区

梅 田 二 丁 目 及 び 三 丁 目 （ い ず れ も 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に

限 る 。 ） 、 大 淀 南 三 丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、

曾 根 崎 新 地 二 丁 目 、 堂 島 二 丁 目 及 び 三 丁 目 、 堂 島 浜 一 丁

目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 二 丁 目 並 び に 中 之

島 二 丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 三 丁 目 か ら

六 丁 目 ま で

大 阪 府 大 阪 市 中

央 区

淡 路 町 四 丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 今 橋 四 丁

目 、 瓦 町 四 丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 北 浜 四

丁 目 、 高 麗 橋 四 丁 目 、 道 修 町 四 丁 目 、 平 野 町 四 丁 目 （ 次

の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 備 後 町 四 丁 目 （ 次 の 図 面 に

示 す 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 伏 見 町 四 丁 目

令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

〇 警 察 庁 告 示 第 十 号

重 要 施 設 の 周 辺 地 域 の 上 空 に お け る 小 型 無 人 機 等 の 飛 行 の 禁 止 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 八 年 法 律 第

九 号 ） 第 三 条 の 二 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 に 基 づ き 、 対 象 特 別 要 人 所 在 施 設 及 び 当 該 対 象 特 別 要

人 所 在 施 設 の 敷 地 又 は 区 域 並 び に 当 該 対 象 特 別 要 人 所 在 施 設 に 係 る 対 象 施 設 周 辺 地 域 を 次 の と お り 指

定 す る 。
令 和 八 年 十 一 月 二 日 警 察 庁 長 官 楠 芳 伸





備
考一

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
警
察
庁
及
び
大
阪
府
警
察
本
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
公
表
す
る
。

二

側
端
の
一
方
の
み
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下
欄
に
掲

げ
る
区
域
に
含
ま
れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
二
の
表
の
備
考
二
に
お
い
て
同
じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該

区
域
に
含
ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
当
該
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並

び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交
差
点
は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

三

側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下

欄
に
掲
げ
る
区
域
に
接
す
る
水
面
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）の
区
間
は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域

に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

二

り
ん
く
う
公
園

期
間

令
和
八
年
十
一
月
十
五
日

対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
の
所
在
地

大
阪
府
泉
佐
野
市

り
ん
く
う
往
来
北
一
番
地
二
百
七
十
一

対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
の
区
域

大
阪
府
泉
佐
野
市

り
ん
く
う
往
来
北
及
び
り
ん
く
う
往
来
南
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面

に
示
す
部
分
に
限
る
。）

対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
に
係
る
対
象
施

設
周
辺
地
域

大
阪
府
泉
佐
野
市

笠
松
一
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）及
び
二
丁
目
、

羽
倉
崎
一
丁
目
及
び
三
丁
目
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分

に
限
る
。）並
び
に
四
丁
目
、
松
原
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
り
ん
く

う
往
来
北
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）並
び
に
り
ん
く
う

往
来
南
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

大
阪
府
泉
南
郡
田

尻
町

り
ん
く
う
ポ
ー
ト
北
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

次
に
掲
げ
る
点
を

順
次
に
結
ん
だ
線

及
び
一
に
掲
げ
る

点
と
七
に
掲
げ
る

点
と
を
結
ぶ
海
岸

線
に
よ
り
囲
ま
れ

た
海
域

一

北
緯
三
十
四
度
二
十
五
分
七
・
三
九
秒
、
東
経
百
三
十
五
度

十
八
分
十
九
・
七
〇
秒
の
点

二

北
緯
三
十
四
度
二
十
五
分
二
十
三
秒
、
東
経
百
三
十
五
度
十

七
分
五
十
六
秒
の
点

三

北
緯
三
十
四
度
二
十
五
分
二
十
五
秒
、
東
経
百
三
十
五
度
十

七
分
三
十
二
秒
の
点

四

北
緯
三
十
四
度
二
十
五
分
十
七
秒
、
東
経
百
三
十
五
度
十
七

分
九
秒
の
点

五

北
緯
三
十
四
度
二
十
四
分
五
十
九
秒
、
東
経
百
三
十
五
度
十

六
分
五
十
七
秒
の
点

六

北
緯
三
十
四
度
二
十
四
分
二
十
九
秒
、
東
経
百
三
十
五
度
十

六
分
五
十
五
秒
の
点

七

北
緯
三
十
四
度
二
十
四
分
五
・
六
一
秒
、
東
経
百
三
十
五
度

十
七
分
八
・
六
四
秒
の
点

備
考一

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
警
察
庁
及
び
大
阪
府
警
察
本
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
公
表
す
る
。

二

側
端
の
一
方
の
み
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下
欄
に
掲

げ
る
区
域
に
含
ま
れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く

と
も
一
方
が
当
該
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交
差
点
は
、
対

象
施
設
周
辺
地
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

三

側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下

欄
に
掲
げ
る
区
域
に
接
す
る
水
面
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）の
区
間
は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域

に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
六
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

法
務
大
臣

山
下

貴
司

千
葉
地
方
法
務
局
所
属

辻

好
隆

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字

岩
室
字

一
一
八
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

一
一
八
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
玖
珠
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
四
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
竹
田
市
大
字
神
原
字

振
顔
野
一
二
〇
〇
の
一
・
一
二
〇
三
・
一
二
一
七
の

一
・
一
二
二
二
の
一
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
二
一
九
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

振
顔
野
一
二
〇
〇
の
一
・
一
二
一
七
の
一

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
竹
田
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
由
布
市
庄
内
町
平
石

字
川
内
九
三
九
、
九
四
三
、
九
四
四
、
九
四
九
、
九
八

〇
の
一
、
九
八
〇
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

川
内
九
三
九
・
九
四
四
・
九
八
〇
の
一
（
以

上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
由
布
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





災

害

名

地

域

指
定
の
期
間

令
和
八
年
台
風
第
十
八
号
に
伴
う
災
害

鹿
児
島
県

大
島
郡
徳
之
島
町

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
か

ら
令
和
九
年
二
月
一
日
ま
で

災

害

名

地

域

指
定
の
期
間

令
和
八
年
台
風
第
二
十
五
号
に
伴
う
災

害

千
葉
県

千
葉
市

令
和
八
年
九
月
二
十
日
か
ら

令
和
九
年
二
月
一
日
ま
で

銚
子
市

市
川
市

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
中
津
市
耶
馬

町
大

字
金
吉
字
道
三
ノ
本
三
六
五
七
、
三
六
六
一
、
字
寺
ノ

迫
三
七
八
三
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

道
三
ノ
本
三
六
五
七
・
三
六
六
一
・
字
寺
ノ

迫
三
七
八
三
の
一
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
中
津
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
中
津
市
山
国
町
守
実

字
福
升
四
一
二
、
四
一
三
、
字
竜
越
ノ
上
三
六
三
三
の

一
、
三
六
三
三
の
二
、
三
六
三
六
か
ら
三
六
三
九
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

福
升
四
一
二
・
字
竜
越
ノ
上
三
六
三
三
の

二
・
三
六
三
八
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
中
津
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

滋
賀
県
長
浜
市
木
之
本
町
川

合
字
里
ノ
内
一
二
七
五
、
一
二
七
五
の
三
か
ら
一
二
七

五
の
一
六
ま
で
、
一
二
七
五
の
二
一
、
一
三
〇
五
、
一

三
〇
五
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
滋

賀
県
庁
及
び
長
浜
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ

町
大
字
平
字
折
登
二
〇
、
二
二
、
二
九
の
四
、
三
一
の

三
、
三
七
の
二
、
五
四
、
五
五
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

折
登
二
〇
・
五
四
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
九
の
四
、
三
一

の
三
、
三
七
の
二
、
五
五
の
二

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
和
歌
山
県
庁
及
び
か
つ
ら
ぎ
町

役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

茨
城
県
桜
川
市
入
野
字
拾
貫

峯
三
九
一
の
一
、
三
九
二
の
一
、
字
入
沢
五
七
三
の
一

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
九
三
、三
九
四
、

三
九
五
・
四
〇
一
合
併
、
三
九
六
・
四
〇
〇
合
併
、
三

九
七
、
三
九
八
、
四
〇
二
、
四
〇
三
、
四
〇
四
・
四
〇

七
合
併
、
四
〇
五
、
四
〇
六
の
一
、
四
〇
六
の
イ
、
四

〇
八
か
ら
四
一
三
ま
で
、
四
一
四
・
四
一
五
合
併
、
四

一
六
か
ら
四
二
一
ま
で
、
四
二
二
・
四
二
七
の
イ
の
一

合
併
、
四
二
三
、
四
二
六
、五
七
〇
か
ら
五
七
二
ま
で
、

五
七
六
、
五
七
七
、
字
新
建
五
八
一
の
イ
・
五
八
一
の

ロ
合
併
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
九
九
、

五
七
四
の
二
、
五
七
四
の
ロ
、
五
七
八
か
ら
五
八
〇
ま

で
、
五
八
二
の
二
、
五
八
三
の
一
、
五
八
四
か
ら
五
八

九
ま
で
、
五
九
〇
の
一
、
五
九
一
の
一
、五
九
二
の
二
、

五
九
二
の
三
、
五
九
三
の
二
、
六
〇
〇
の
一
、
字
堂
平

六
〇
一
の
二
、
六
〇
四
の
一
、
六
〇
六
の
一
、
六
〇
七

の
一
、
六
一
〇
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
茨
城
県
庁
及
び
桜
川
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
四
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
災
害
及
び
地
域
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
五
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
令

和
八
年
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
号
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
五
項
第
四
号
の
災
害
及
び
地
域
を
指
定
す

る
件
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





船
橋
市

館
山
市

木
更
津
市

松
戸
市

野
田
市

茂
原
市

成
田
市

佐
倉
市

東
金
市

旭
市

習
志
野
市

柏
市

勝
浦
市

市
原
市

流
山
市

八
千
代
市

我
孫
子
市

鴨
川
市

鎌
ケ
谷
市

君
津
市

富
津
市

四
街
道
市

袖
ケ
浦
市

八
街
市

印
西
市

白
井
市

富
里
市

南
房
総
市

匝
瑳
市

香
取
市

山
武
市

い
す
み
市

大
網
白
里
市

印
旛
郡
酒
々
井
町

印
旛
郡
栄
町

香
取
郡
神
崎
町

山
武
郡
九
十
九
里
町

山
武
郡
横
芝
光
町

長
生
郡
睦
沢
町

長
生
郡
長
生
村

長
生
郡
白
子
町

長
生
郡
長
柄
町

長
生
郡
長
南
町

夷
隅
郡
大
多
喜
町

夷
隅
郡
御
宿
町

安
房
郡
鋸
南
町

東
京
都

島
し
ょ
大
島
町

神
奈
川
県

横
須
賀
市

三
浦
市

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
一
）
〜
（
八
）

（
略
）

（
一
）
〜
（
八
）

（
略
）

（
九
）
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
委
員
の
氏

名

小
見

康
夫
、
村
口

勝
英
、
山
本

祐
也
、
岩
尾

信
子
、
中
村

達
人
、
久
保

田
和
幸
、
飯
田

剛

（
九
）
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
委
員
の
氏

名

小
見

康
夫
、
村
口

勝
英
、
山
本

祐
也
、
嶋
田

浩
二
、
中
村

達
人
、
久
保

田
和
幸
、
飯
田

剛

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

点
北
緯

東
経

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

下
小
野
西
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
下
小
野
の
区
域
内
の
土
地

の
う
ち
、
次
の
一
点
か
ら
三
十
七
点
ま
で
を
順
次
結
ん

だ
線
及
び
一
点
と
三
十
七
点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た

土
地
の
区
域

１
34
40
291548

138
50
187963

２
34
40
294412

138
50
187286

３
34
40
298938

138
50
181951

４
34
40
327622

138
50
211083

５
34
40
342153

138
50
229400

６
34
40
349305

138
50
248950

７
34
40
347635

138
50
251877

８
34
40
325562

138
50
261678

９
34
40
301299

138
50
249722

10
34
40
300290

138
50
227291

11
34
40
285884

138
50
206560

12
34
40
286674

138
50
203425

13
34
40
290029

138
50
197889

14
34
40
288205

138
50
195829

15
34
40
288455

138
50
194311

16
34
40
285706

138
50
191698

令和年月日 月曜日 第号官 報

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
六
号

既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
登
録
規
程
（
平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
八
十
一
号
）
第
十
九
条
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日国

土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





17
34
40
282671

138
50
189237

18
34
40
278671

138
50
186911

19
34
40
273566

138
50
185630

20
34
40
267141

138
50
187672

21
34
40
261926

138
50
186283

22
34
40
259936

138
50
182122

23
34
40
260511

138
50
177379

24
34
40
259744

138
50
174608

25
34
40
257141

138
50
170160

26
34
40
258848

138
50
167792

27
34
40
261972

138
50
170311

28
34
40
264039

138
50
173591

29
34
40
264770

138
50
178685

30
34
40
264366

138
50
181673

31
34
40
264915

138
50
183112

32
34
40
266663

138
50
183302

33
34
40
270222

138
50
182738

34
34
40
273374

138
50
182023

35
34
40
276390

138
50
182046

36
34
40
282612

138
50
183799

37
34
40
287647

138
50
187147

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

咲
花
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

平
成
十
年
建
設
省
告
示
第
七
百
六
十
六
号
で
指
定
し

た
同
号
六
に
掲
げ
る
土
地
の
う
ち
、
次
の
一
点
と
二
点

を
結
ん
だ
線
、
一
点
と
三
点
及
び
二
点
と
四
点
を
平
成

十
年
建
設
省
告
示
第
七
百
六
十
六
号
で
指
定
し
た
土
地

の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
並
び
に
三
点
と
四
点
を

結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

点
北
緯

東
経

１
36
42
316510

137
50
007524

２
36
42
320160

137
50
006358

３
36
42
260277

137
50
057193

４
36
42
256658

137
50
066951

点
北
緯

東
経

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

咲
花
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
の
区
域
内
の
土

地
の
う
ち
、
次
の
一
点
か
ら
十
三
点
ま
で
を
順
次
結
ん

だ
線
及
び
一
点
と
十
三
点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土

地
の
区
域
（
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
告
示
第
三
千
九
百

三
十
六
号
で
指
定
し
た
同
号
一
三
に
掲
げ
る
土
地
の
区

域
及
び
平
成
十
年
建
設
省
告
示
第
七
百
六
十
六
号
で
指

定
し
た
同
号
六
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

１
36
42
265797

137
50
057054

２
36
42
274849

137
50
032620

３
36
42
288619

137
50
026801

４
36
42
301857

137
50
018218

５
36
42
304565

137
50
011790

６
36
42
317814

137
50
001835

７
36
42
316514

137
50
005469

８
36
42
316510

137
50
007524

９
36
42
307019

137
50
014655

10
36
42
304261

137
50
021205

11
36
42
289900

137
50
030516

12
36
42
277107

137
50
035922

13
36
42
269748

137
50
052605

国
会
事
項

人
事
異
動

令和年月日 月曜日 第号官 報

衆

議

院

質
問
書
提
出

十
月
二
十
九
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の

撤
収
手
続
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
山
本
ジ
ョ
ー
ジ

提
出
）

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
米
軍
に
よ
る
災
害
支
援

の
要
請
手
続
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
山
本
ジ
ョ
ー

ジ
提
出
）

東
芝
の
会
計
処
理
に
係
る
判
決
と
課
徴
金
納
付
命
令
の

整
合
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
山
本
ジ
ョ
ー
ジ
提

出
）

信
用
保
証
協
会
の
役
員
人
事
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体

出
身
者
の
長
期
固
定
化
及
び
政
府
の
是
正
措
置
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
山
本
ジ
ョ
ー
ジ
提
出
）

報
告
書
受
領

十
月
二
十
九
日
倉
田
国
立
国
会
図
書
館
長
か
ら
森
議
長

宛
、
令
和
七
年
度
の
国
立
国
会
図
書
館
の
経
営
及
び
財
政

状
態
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

議
事
日
程

十
月
三
十
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
四
号

令
和
八
年
十
月
三
十
日
（
金
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
二

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
三

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
四

特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担

保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
五

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
六

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
二

千
二
十
七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
政
府
委
員
の
設
置
に

関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
内
閣
提
出
）

第
七

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
国
家
公
務
員
共

済
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
）

第
八

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙

期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
）

第
九

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
地
方
公
務
員
等

共
済
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提

出
）

一

警
察
官
職
務
執
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（
内
閣
提
出
）
の
趣
旨
説
明

参

議

院

報
告
書
受
領

十
月
二
十
九
日
国
立
国
会
図
書
館
長
か
ら
、
国
立
国
会

図
書
館
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
令
和
七
年
度
の
国
立
国

会
図
書
館
の
経
営
及
び
財
政
状
態
の
報
告
を
受
領
し
た
。

人

事

院

（
人
材
局
企
画
官
）

松
浦

正
樹

人
材
局
参
事
官
に
昇
任
さ
せ
る

（
公
平
審
査
局
次
席
審
理
官
（
首
席

審
理
官
付
））

内
田

陽
介

公
平
審
査
局
首
席
審
理
官
に
昇
任
さ
せ
る
（
以
上
十
一
月

一
日
）

復

興

庁

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
付
）
経
済

産
業
技
官

湯
本

啓
市

復
興
事
務
官
（
統
括
官
）
に
転
任
さ
せ
る

（
統
括
官
）
復
興
事
務
官

新
居

泰
人

経
済
産
業
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
十
月
二
十
七
日
）

法

務

省

（
神
戸
地
方
検
察
庁
検
事
）
検
事

森

綾
香

辞
職
を
承
認
す
る
（
十
月
二
十
八
日
）

最
高
裁
判
所

〇
定
年
退
官

最
高
裁
判
所
判
事
三
浦
守
は
十
月
二
十
二
日
限
り
定
年

退
官

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の
土
地
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日国

土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
九
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日国

土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





叙
位
・
叙
勲

皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
叙
位（

千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

新
海

浤

従
四
位
に
叙
す
る

竹
内

功

正
五
位
に
叙
す
る

森
本

彪

従
五
位
に
叙
す
る

明
壁

嘉
平

大
里

八
郎

勝
野

太
良

谷
口

務

渡
嘉
敷
直
勝

若
狹

勇

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

坂
井

清
二

菅
原

光
男

盛

克
史

山
田

信
雄

吉
田

一
郎

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）伊

東

房
雄

戸
松

頼
秋

橋
本

寛
男

樋
口

俊
治

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

佐
々
木

明

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

笠
井

昇

従
三
位
に
叙
す
る

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

瀬
山

一
正

正
四
位
に
叙
す
る

山
下

三
郎

従
四
位
に
叙
す
る

吉
武

進

正
五
位
に
叙
す
る

横
内

哲

従
五
位
に
叙
す
る

桂

邦
夫

木
村

軍
一

佐
藤

敬

村
澤

勝
熙

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

秋
本

孝
幸

石
川

好
男

高
田

憲
三

高
橋

芳
治

田
中

義
人

長
谷
川

治

細
越

達
弘

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）貞

守

寛
夫

谷
口

榮

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

（
名
古
屋
工
業
大
学
名
誉
教
授
）

和
田

隆
夫

正
四
位
に
叙
す
る

稲
森
友
三
郎

従
四
位
に
叙
す
る

宇
津
木
幸
夫

八
巻

哲
郎

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

須
田

榮

中
川

博
幾

山
極

隆
久

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

飯
野

哲
雄

石
井

毅

内
藤

満
惠

中
田

博
昭

藤
田

謹
平

松
谷

武
夫

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

石
澤

惠
博

細
田

保

山
田

金
治

山
本

敬
子

与
五
沢
勝
正

渡
邊

進

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

市
川

哲
男

辻

喜
嗣

土
居

宣
義

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

重
森

春
男

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
七
日
）

木
村

好
宏

正
七
位
に
叙
す
る
（
九
月
二
十
九
日
）

鈴
木

秀
兒

従
六
位
に
叙
す
る
（
九
月
三
十
日
）

安
島

壽
廣

正
七
位
に
叙
す
る
（
十
月
一
日
）

（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

奥
宮

正
哉

従
四
位
に
叙
す
る

藤
原

利
夫

正
五
位
に
叙
す
る

大
関

毅

従
五
位
に
叙
す
る

岩
瀬

龍
輔

大
西

成
記

小
野

知
治

佐
々
木
大
輔

竹
下

勝
代

玉
置

忠
士

藤
井

健
治

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

齋
藤

健

中
田

憲
文

毒
島

晃
一

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）高

橋

洋
一

日
浦

規
行

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

有
馬

勝
男

宇
城

貞
夫

濱
崎

吉
郎

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
六
日
）

〇
叙
勲

石
田

茂
夫

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
四
日
）

山
田

定
之

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
五
日
）

佐
藤

忠
暉

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
七
日
）

（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

新
海

浤

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

勝
野

太
良

坂
井

清
二

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

中
原

安
男

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

瀬
山

一
正

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

吉
武

進

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

秋
本

孝
幸

佐
藤

敬

村
澤

勝
熙

横
内

哲

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

大
関

毅

（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

奥
宮

正
哉

藤
原

利
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

有
馬

勝
男

大
西

成
記

小
野

知
治

高
橋

洋
一

藤
井

健
治

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

宇
城

貞
夫

濱
崎

吉
郎

日
浦

規
行

村
上

惠
次

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
六
日
）

（
名
古
屋
工
業
大
学
名
誉
教
授
）

和
田

隆
夫

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

中
川

博
幾

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

飯
野

哲
雄

石
井

毅

重
森

春
男

須
田

榮

辻

喜
嗣

松
谷

武
夫

八
巻

哲
郎

渡
邊

進

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

友
滝

守

牧
原

俊
司

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
七
日
）

木
村

好
宏

中
牟
田
伸
義

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
九
日
）

信
任
状
捧
呈
式

十
月
二
十
八
日
午
前
十
時
三
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、

新
任
本
邦
駐
在
ペ
ル
ー
特
命
全
権
大
使
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

テ
ン
ヤ
・
ハ
セ
ガ
ワ
の
信
任
状
捧
呈
式
を
行
わ
れ
た
。

十
月
二
十
八
日
午
前
十
一
時
、
宮
中
に
お
い
て
、
新
任

本
邦
駐
在
ガ
ー
ナ
特
命
全
権
大
使
ハ
ム
フ
リ
ー
・
チ
ャ

テ
ィ
オ
・
ア
ジ
ョ
ン
バ
の
信
任
状
捧
呈
式
を
行
わ
れ
た
。

国
家
試
験

令
和
８
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
合
格
者

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和

39年
建
設
省
令
第
９
号
）
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

令
和
８
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
に
合
格
し
た
者
を
次
の
と

お
り
公
告
す
る
。

令
和
８
年
11
月
２
日

国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員
会
委
員
長

横
山
美
夏

受
験
番
号

氏
名

受
験
番
号

氏
名

（
試
験
地
東
京
都
）

5006
西
川
修
平

5010
松
井
研
飛

5014
青
森
祐
樹

5018
高
橋
義
憲

5052
諏
訪
雄
一

5059
中
村

響
5080

加
藤
航
平

5095
加
藤
秀
一

5108
小
笠
原
武
久

5114
田
中
瑛
大

5130
高
島

健
5132

石
田
崇
嘉

5138
田
中
香
甫
里

5144
原

成
輝

5159
杉
浦
堅
興

5166
髙
木
徹
也

5168
宮
﨑
晋
平

5171
池
澤
佑
樹

5173
丸
山
正
智

5176
白
瀧
康
浩

5208
小
山
瑞
穂

5212
番
匠
拓
将

5222
大
類
多
加
豊

5223
廣
井
琳
三

5226
新
谷
匡
平

5230
折
田
颯
也

5234
長
島
嵩
樹

5254
秦

一
馬

5270
松
川

裕
5280

鈴
木
陽
大

5298
鈴
木
琉
斗

5300
髙
橋
慎
一

5303
稲
葉
哲
太

5304
前
川
弘
樹

5356
久
米
啓
太

5364
名
嘉
良
仁

5367
永
田
仁
寿

5371
四
方
彩
子

5387
長
谷
川
舜

5407
河
島

琴
5420

平
澤
智
彦

5425
小
菅
正
太
朗

5434
東
邦
康
裕

5458
柴
山
義
実

5474
渥
美
将
馬

5476
塚
本
潤
也

5479
佐
々
木
桃
香

5480
秋
村
雄
亮

5488
齋
藤
睦
月

5497
内
田
啓
介

5504
出
口
裕
規

5506
今
西
成
年

5508
八
田
蓮
斗

5512
平
田
雄
紀

5520
藤
井
裕
生

5528
永
井
雄
太

5530
西
野

翔
5531

山
口
理
子

5532
林

周
平

5534
宮
原
遥
香

5536
鈴
木
健
太
郎

5537
廣
瀬
翔
大

5544
植
松
理
志

5545
町
田

葵
5546

西
森
真
衣
子

5548
李

舜
5550

鈴
木
千
夏

5552
鶴
岡
空
也

5562
鈴
木
舞
衣

5576
鎌
田
晃
史

5586
佐
藤
健
太

5588
高
橋

諒
5598

宮
里
直
孝

5608
川
尻
直
人

5614
中
村

剛
5622

服
部
隆
次

5632
峠

理
沙

5633
山
田
洋
大

5637
河
野
幹
二

5638
小
林
宏
行

5644
髙
橋
紘
太

5646
柴
木
純
哉

5654
斉
藤
百
那

5664
渡
辺
朱
桜
優

5668
戸
嶋
一
貴

5673
三
嶋
伸
彦

5678
國
廣
康
高

5680
下
山
翔
大





公 告

令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

5684 新井 一弘 5692 下村 明寛
5696 小木 勘輔 5704 鈴木 良宏
5718 望月 亮太 5723 杉山 卓矢
5734 上原 聡太 5740 松田育志郎
5748 石井 理絵 5752 吉田 昌弘
5760 藤野 祐己 5762 中村 祐太
5768 小野 元 5778 鈴木 祐杜
5788 三浦 順 5795 和歌 慧
5797 眞山 竜聖 5799 藤井 颯人
5800 村尾 龍雄 5808 岡田 幸希
5810 山中 雄斗 5813 瀨賀 隆慈
5814 山浦 瑠 5817 真木 杏士
5828 茨木 貫太 5829 小池 涼
5830 山本 香菜 5831 下村 北斗
5846 鈴木 里奈 5852 鈴木 優香
5856 伊藤 楓 5858 宮原 啓
5880 長島 美紀 5889 国分 幹生
5899 北薗 航平 5908 越智 淑行
5910 岩澤 学 5922 徳山 敬太
5932 佐久間智也 5938 三國 勇斗
5952 茂呂 拓真 5960 大平 陸人
5979 浅妻 隼誠 5980 土橋 佑太
5986 荒木 健人 5992 安東 直哉
6012 宮地 建吾 6022 三上 貴規
6034 髙橋 慶太 6072 堀越 智樹
6075 柴田 達哉 6122 梅津 拓弥
6123 四ヶ所浩実 6127 吉田 駿
6138 岩﨑 美里 6159 木村 有志

（試験地 福岡県）
8007 松島 慎一 8008 田道 光
8018 梅林 美月 8022 横手 正樹
8054 金島 寛大 8057 荒井 建臣
8082 古川 寛大 8086 永原 忠幸
8094 幸弥 大成 8100 松木 修大
8105 長瀬 晋仁 8120 植村 拓馬
8124 椎名 泰文 8126 深山 慶一
8168 猪飼祐一郎

以上 208名

諸 事 項

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告

（試験地 大阪府）
7024 吉永 博紀 7026 市川 志織
7044 関戸 泰陽 7048 嘉義 清和
7050 奥間 孝博 7058 亀井 淳平
7060 真田 啓吾 7070 木下 大登
7074 西倉 慧 7092 山中 一輝
7104 平良 莉子 7142 西田 圭介
7145 井上 駆 7151 西谷 千草
7154 成田 幸陽 7202 井上 航
7211 稲川 旦敏 7212 石原 雅彦
7228 西田莉佳子 7234 川田 雅洋
7236 提中 悠裕 7238 川岸 結花
7240 藤川 朋久 7243 大竹 里奈
7249 森 健人 7260 木村 明弘
7265 島田 大夢 7266 安田 大晃
7270 北村 琉雅 7276 伊藤 慶
7280 龍野 嘉基 7282 井上 優月
7298 石橋 駿一 7300 福田耀太郎
7325 初岡 洸康 7338 川瀨 仁雄
7356 澤矢 高宏 7362 八木 颯季
7364 木谷里彩子 7366 佐藤 涼

7372 横田 雅彦 7375 木村明日香
7377 柳田佳那人 7384 倉田 聖史
7390 松本 結太 7408 西村 幸真
7421 岩﨑 洸裕 7427 大村つかさ
7431 廣川 聖也






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

相続権主張の催告






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

失踪宣告取消

破産手続開始






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期間

書面による計算報告

特別清算開始
令和８年（ヒ）第１０３号
静岡県三島市松本２７６番地の１
清算株式会社 株式会社三島木工製作所
代表清算人 岩﨑 俊哉
１ 決定年月日 令和８年１０月１９日
２ 主文 清算株式会社につき、特別清算の開始
を命ずる。

静岡地方裁判所沼津支部民事部

再生計画認可

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告






令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 月曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
四
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
一
四
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

一
七
四
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

北
海
道
札
幌
市
東
区
北
十
一
条
東
一
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
北
海
道
第
一
興
商

代
表
取
締
役

高
玉

友
伸

北
海
道
帯
広
市
西
二
条
南
六
丁
目
六
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
東
北
海
道
第
一
興
商

代
表
取
締
役

藤
村

和
成

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

九
十
六
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

九
十
六
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

（
甲
）
そ
だ
て
る
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

長
南

雅
登

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

（
乙
）
再
エ
ネ
電
源
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

長
南

雅
登

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.k
el.co

.jp
/

ir/sto
ck
/k
o
u
k
o
k
u
.h
tm
l

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
三
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
一
三
番
一
〇
号

（
甲
）
兼
松
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

渡
辺

亮

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
番
一
号
パ
レ

ス
ビ
ル
五
階

（
乙
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｃ
Ｊ

６
１

代
表
取
締
役

梶
原

亮
洋

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

掲
載
頁

十
五
頁

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
北
青
山
一
丁
目
二
番
三
号

（
甲
）
合
同
会
社
ミ
ン
ト

代
表
社
員

合
同
会
社
ス
ペ
ー
ス

職
務
執
行
者

長
坂

英
樹

東
京
都
港
区
北
青
山
一
丁
目
二
番
三
号

（
乙
）
カ
ロ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

寺
田

裕
亮

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.y
a
m
a
h
a -ro

b
o
tics.co

m
/

（
乙
）
掲
載
紙

信
濃
毎
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
四
日

掲
載
頁

二
十
三
頁

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
武
蔵
村
山
市
伊
奈
平
二
丁
目
五
一
番
地
の
一

（
甲
）
ヤ
マ
ハ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
村

亮
介

長
野
県
千
曲
市
大
字
羽
尾
八
〇
番
地

（
乙
）
ア
ピ
ッ
ク
ヤ
マ
ダ
・
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
株

式
会
社

代
表
取
締
役

宮
田

靖
久

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
四
月
一
日
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.tlt.co

.jp
/tlt/in

fo
rm
a
tio
n
/

k
o
u
k
o
k
u
/k
o
u
k
o
k
u
.h
tm

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

一
五
五
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
船
越
町
一
丁
目
二
〇
一
番
一

（
甲
）
東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
原

隆
史

東
京
都
品
川
区
南
品
川
二
丁
目
二
番
一
三
号

（
乙
）
エ
ル
テ
ィ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山

英
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）h

ttp
s://h
o
ld
in
g
s.a
lp
ico
.co
.jp
/ir

令
和
八
年
十
一
月
二
日

長
野
県
松
本
市
井
川
城
二
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
ア
ル
ピ
コ
ア
セ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

今
村

正
平

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
三
五
四
九
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
ハ
ー
ベ
ス
ト

代
表
取
締
役

今
村

正
平

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

掲
載
頁

五
十
頁
（
号
外
第
七
十
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

一
三
八
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
一
丁
目
九
番
二
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ａ
ｓ
Ｂ
ｅ
ｅ

代
表
取
締
役

福
井

建
太

大
阪
市
北
区
東
天
満
二
丁
目
九
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
イ
ニ
ー
ド

代
表
取
締
役

木
俣

修





令和年月日 月曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
が
保
有
す
る
二
十

一
件
の
太
陽
光
発
電
所
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
に
係

る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
新
宿
区
富
久
町
八
番
二
六
号
東
京
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
綜
合
事
務
所
内

（
甲
）
ソ
ー
ラ
ー
ブ
リ
ッ
ツ
１
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
ブ
リ
ッ
ツ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
１
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

池
田

卓
也

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
ベ
ガ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
ベ
ガ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
楽
天
証
券
株
式
会

社
（
乙
、住
所
東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
六
番
二
一
号
）

の
ラ
ッ
プ
事
業
（
楽
ラ
ッ
プ
、
楽
天
証
券
ラ
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス（
Ｉ
Ｆ
Ａ
標
準
及
び
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
専
用
）並
び
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
イ
ヤ
ー
ラ
ッ
プ
か
ら
成
る
事
業
）
に
関
す
る
権
利
義
務

を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
当
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
会
社
法
第
三
一
九
条
第
一
項
に

基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
全
員
の

同
意
）
は
令
和
八
年
十
月
二
十
二
日
に
終
了
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.ra
k
u
ten -to

u
sh
in
.co
.jp

（
乙
）h

ttp
://w
w
w
.ra
k
u
ten -sec.co

.jp
/

w
eb
/co
m
p
a
n
y
/d
isclo

su
re/

p
u
b
lic̲a

n
n
o
u
n
cem
en
t/

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
六
番
二
一
号

楽
天
投
信
投
資
顧
問
株
式
会
社

代
表
取
締
役

東

眞
之

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
投
資
運
用
業
及

び
投
資
助
言
・
代
理
業
に
関
す
る
事
業
並
び
に
第
二
種
金

融
商
品
取
引
業
の
一
部（
具
体
的
に
は
自
社
フ
ァ
ン
ド（
乙

が
一
任
・
投
資
顧
問
運
用
者
と
し
て
又
は
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
組
成
し
た
フ
ァ
ン
ド
を
い
い
ま
す
。）に
係
る
第
二

種
金
融
商
品
取
引
業
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
事
業
）
の
事

業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
い
ま
す
。）に
関
す
る
権
利
義

務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
（
か
か
る
吸
収
分
割
を
、
以
下
「
本
吸
収
分
割
」
と

い
い
ま
す
。）。

本
件
に
関
し
ま
し
て
は
令
和
八
年
八
月
三
日
付
官
報
に

て
公
告
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
甲
乙
間
に
お
い
て
締
結

し
た
令
和
八
年
八
月
三
日
付
吸
収
分
割
契
約
書（
以
下「
原

契
約
」
と
い
い
ま
す
。）第
一
条
に
定
め
る
承
継
事
業
を
本

事
業
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
原
契
約
の
内
容
を
一
部
変

更
す
る
た
め
、
甲
と
乙
と
の
間
で
変
更
覚
書
を
締
結
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
公
告
し
ま
す
。
ま
た
、
か
か
る

変
更
覚
書
に
よ
り
、
本
吸
収
分
割
に
係
る
効
力
発
生
日
を

令
和
八
年
十
一
月
四
日
か
ら
令
和
九
年
一
月
八
日
に
変
更

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
公
告
い
た
し
ま
す
。
本
吸
収
分
割

に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
三
日

掲
載
頁

一
六
〇
頁
（
号
外
第
一
七
四
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
三
日

掲
載
頁

一
六
〇
頁
（
号
外
第
一
七
四
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
一
丁
目
七
番
地
相
互
半
蔵

門
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
階

（
甲
）
Ｇ
Ｉ
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
準

備
会
社
株
式
会
社

代
表
取
締
役

リ
ー
・
チ
ャ
ン
・
ホ

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
一
丁
目
七
番
地
相
互
半
蔵

門
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
階

（
乙
）
Ｇ
Ｉ
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株

式
会
社

代
表
取
締
役

リ
ー
・
チ
ャ
ン
・
ホ

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
が
そ
れ
ぞ

れ
営
む
製
品
の
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
流
通
及
び
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
・
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
し
て
有

す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
及
び
丙
は
そ
れ
ら
を
甲
に
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

一
五
八
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
〇
七
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

（
丙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

一
五
八
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
七
番
一
号

（
甲
）
ソ
ニ
ー
コ
ン
ス
ー
マ
ー
セ
ー
ル
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

福
田

行
信

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
七
番
一
号

（
乙
）
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
口

大
輔

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
七
番
一
号

（
丙
）
ソ
ニ
ー
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

平
尾

哲
也

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
吸
収
分
割
に
よ
り
、
楽
天
投
信
投
資
顧

問
株
式
会
社
（
乙
、
東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
六
番
二

一
号
）
に
対
し
て
当
社
が
営
む
ラ
ッ
プ
事
業（
楽
ラ
ッ
プ
、

楽
天
証
券
ラ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｉ
Ｆ
Ａ
標
準
及
び
Ｇ
Ａ
Ｉ

Ａ
専
用
）
及
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
ラ
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
事
業
）
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
及
び

乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
会
社
法
第
三
百
十
九
条
第

一
項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主

全
員
の
同
意
）
は
令
和
八
年
十
月
二
十
二
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
://w
w
w
.ra
k
u
ten -sec.co

.jp
/w
eb
/co

m
p
a
n
y
/d
isclo

su
re/p
u
b
lic̲a

n
n
o
u
n
cem
en
t/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.ra
k
u
ten -to

u
sh
in
.co
.jp

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
六
番
二
一
号

楽
天
証
券
株
式
会
社

代
表
取
締
役

楠

雄
治

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
鞍
手
開
発
株
式

会
社
（
住
所
埼
玉
県
鴻
巣
市
栄
町
二
番
一
二
号
）
に
対
し

て
当
社
の
新
設
分
割
計
画
書
記
載
の
権
利
義
務
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

埼
玉
県
鴻
巣
市
栄
町
二
番
一
二
号

鞍
手
開
発
合
同
会
社

代
表
社
員

株
式
会
社
Ｅ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

職
務
執
行
者

仁
井

秀
男

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ア
ベ

ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
住
所
東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番

二
〇
号
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
賃
貸
事
業
の
一
部
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
二
〇
号

株
式
会
社
阿
部
東
陽
ビ
ル

代
表
取
締
役

阿
部

惠
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

北
海
道
岩
見
沢
市
幌
向
南
一
条
一
丁
目
一
三
番
地
一

合
同
会
社
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

代
表
社
員

藤
沼

麻
衣

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

秋
田
県
湯
沢
市
山
田
字
下
六
日
町
二
六
番
地

合
同
会
社
リ
ン
ク

代
表
社
員

丹

正
和





令和年月日 月曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
八
日
で
あ
り
、

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ｉ
ｓ
ｔ
と

し
ま
す
。
こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。令

和
八
年
十
一
月
二
日

茨
城
県
水
戸
市
見
和
一
丁
目
三
一
七
番
地
五
号

ト
ー
タ
ル
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社

代
表
社
員

海
老
根
正
樹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川
区
み
春
野
二
丁
目
一
〇
番

一
八
号

合
同
会
社
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ

代
表
社
員

川
原

祥
馬

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
一
六
番
一
二
号
六
本

木
Ｋ
Ｓ
ビ
ル
五
Ｆ

Ｂ
ｉ
ｚ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
合
同
会
社

代
表
社
員

西
原

耕
成

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
広
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
八

九

八
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｏ
西
新
宿
三
〇
二
号

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
合
同
会
社

代
表
社
員

堀
川

彩
菜

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
品
川
区
南
大
井
六

二
八

九
大
成
ビ
ル

四
Ｆ

Ａ
Ｍ
Ｐ
合
同
会
社

代
表
社
員

稲
垣

純
弘

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
河
和
字
古
屋
敷
六
〇

番
地
二
〇

Ｄ
ｅ
ｎ
Ｋ
ｅ
ｎ
合
同
会
社

代
表
社
員

今
井

孝
仁

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
四
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社

屋
山
本
商
店
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

三
重
県
四
日
市
市
中
部
八
番
二
一
号

合
名
会
社

屋
山
本
商
店

代
表
社
員

山
本

雅
昭

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
二
丁
目
九
番
三
号
丸
丹
難

波
ビ
ル

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｆ
Ｉ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
合
同

会
社

代
表
社
員

河
野

勝
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
楓
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

島
根
県
松
江
市
大
庭
町
一
九
番
地
五

合
同
会
社
楓

代
表
社
員

横
井

誠
二

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
七
日
を
払
込
期
日
と
す
る

募
集
株
式
の
発
行
（
以
下
「
本
募
集
株
式
の
発
行
」
と
い

う
。）に
よ
り
資
本
金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
、
本
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
る
資
本
金
の
増
加
額
の
全

額
を
減
少
し
、
資
本
金
の
額
を
一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日

掲
載
頁

一
八
二
頁
（
号
外
第
二
三
三
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
二
番
一
五
号

株
式
会
社
Ｉ
Ｄ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ズ

代
表
取
締
役

石
坂

弘
紀

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
万
円
減
少
し
、
一
億
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
五
五
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
一
七
番
一
号
渋
谷
ア

ク
シ
ュ
二
一
Ｆ

株
式
会
社
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ン

代
表
取
締
役

大
河

幹
男

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
十
億
九
千
五
百
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
七
日

掲
載
頁

七
頁

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
七
番
一
号

Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

和
久
山
大
輔

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

広
島
県
福
山
市
東
町
三
丁
目
五
番
二
三
号

有
限
会
社
平
岡
写
真
館

代
表
取
締
役

平
岡

義
弘

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
四
千
九
百
九
十
八
万
九

千
五
百
四
十
円
減
少
し
、
そ
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す

る
と
と
も
に
、
資
本
準
備
金
の
額
を
六
億
三
千
九
百
九
十

五
万
三
百
八
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
二
十
六
日

掲
載
頁

一
七
〇
頁
（
号
外
第
三
十
九
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
四
丁
目
三
二
番
一
号
東

京
日
産
西
五
反
田
ビ
ル
七
階

株
式
会
社
ナ
ン
バ
ー
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

小
林

琢
磨

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
七
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
五
億
三
千
万
円
減
少
し
、そ
れ
ぞ
れ
九
千
万
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

掲
載
頁

九
十
二
頁
（
号
外
第
一
八
七
号
）

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
南
麻
布
三
丁
目
二
〇
番
一
号

株
式
会
社
フ
レ
イ
ム
ハ
ー
ツ

代
表
取
締
役

筑
紫

敏
矢





令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
資
本
金
の
額
が
二

億
二
千
万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
が
二
億
二
千
万
円
増
加

す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
資
本
金
の
額
を
二
億
二
千
万

円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
二
千
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
で
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

山
梨
日
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
七
日

掲
載
頁

二
十
一
頁

令
和
八
年
十
一
月
二
日

山
梨
県
富
士
吉
田
市
下
吉
田
東
四
丁
目
三
番
一
号

株
式
会
社
富
士
セ
イ
セ
ン

代
表
取
締
役

遠
藤

康
弘

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

群
馬
県
前
橋
市
江
田
町
一
一
一
番
地
の
二

フ
ジ
コ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

根
岸

誠

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
七
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
坂
戸
三
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社
ア
イ
エ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役

河
村

巧

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
一
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
渡
瀬
町
一
〇
〇
〇
番
地
の
一

株
式
会
社
林
工
組

代
表
取
締
役

伊
藤

友
輔

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

静
岡
県
富
士
市
大
渕
字
南
一
〇
七
五
番
地
の
二

ア
キ
ヤ
マ
エ
ヌ
シ
ー
テ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

秋
山

直
哉

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
九
丁
目
四
番
一

七
号

近
鉄
レ
ン
タ
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

島

秀
樹

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
六
番
四
号

神
港
倉
庫
株
式
会
社

代
表
取
締
役

北
村
耕
一
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

長
崎
県
島
原
市
下
川
尻
町
四
五
番
地

株
式
会
社
海
望
荘

代
表
取
締
役

松
本

展
枝

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

沖
縄
県
宜
野
湾
市
大
山
七
丁
目
一
一
番
一
〇
号

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
沖
縄
株
式
会
社

代
表
取
締
役

秋
吉

直
敏

株
式
移
転
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｙ
ａ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
株

式
会
社
を
完
全
親
会
社
と
す
る
株
式
移
転
を
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、

株
券
提
出
日
で
あ
る
令
和
八
年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
に

当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

長
崎
県
大
村
市
本
町
三
九
五
番
地
三

株
式
会
社
ま
つ
や

代
表
取
締
役

松
本

晋
司

金
融
商
品
取
引
業
に
係
る
吸
収
分
割
の
公
告

当
社
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
楽
天
投
信
投
資
顧
問
株
式

会
社（
住
所

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
六
番
二
一
号
）

に
対
し
て
、
当
社
が
営
む
ラ
ッ
プ
事
業
（
楽
ラ
ッ
プ
、
楽

天
証
券
ラ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｉ
Ｆ
Ａ
標
準
及
び
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ

専
用
）
及
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
ラ
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
事
業
）
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の

一
部
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
金
融

商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
告

し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。な

お
、
本
吸
収
分
割
に
よ
り
、
顧
客
取
引
の
結
了
並
び

に
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た

財
産
及
び
そ
の
計
算
に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の

返
還
を
行
う
必
要
性
は
生
じ
ま
せ
ん
の
で
、
金
融
商
品
取

引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
二
百
五
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
べ
き
内
容
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
六
番
二
一
号

楽
天
証
券
株
式
会
社

代
表
取
締
役

楠

雄
治

任
意
清
算
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清
算
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町
三
丁
目
三
番
一
三
号

合
名
会
社
Ａ
Ｉ
Ｕ
タ
イ
ム
シ
ェ
ア

清
算
人

有
田

道
生

訂
正
公
告

令
和
八
年
十
月
十
三
日
（
号
外
第
二
二
四
号
）
掲
載
の

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告
及
び
決
算
公
告

（
枠
組
）
中
、
減
少
す
る
資
本
金
の
額
「
一
億
一
三
三
〇

万
二
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
は
「
一
億
一
三
三
〇
万
二
四
〇

〇
円
」、
減
少
す
る
資
本
準
備
金
の
額
「
一
億
二
二
三
〇

万
二
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
は
「
一
億
二
二
三
〇
万
二
四
〇

〇
円
」
の
誤
り
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
二
日

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
東
海
岸
南
六
丁
目
四
番
三

七

Ｂ

二
〇
五
号

大
木
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
木

亮


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